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JAグリーン近江のスマート店舗
─ 金融機能の効率化と協同組合活動の活性化 ─

には、金融店舗のキャッシュレス化やペーパ
ーレス化にも対応できるようになっており、
一層の効率化も期待できる。
他方で、ローカウンターは多めにしている

うえ（写真１）、応接室も備えている。相続関
連などの複雑な相談のためには、本店や基幹
支店とオンライン会議システムで繋ぐことも
でき、コンパクトな店舗でも組合員の悩みに
応えられる体制を構築している。
スマート店舗のもう一つの特徴として、軽

量鉄骨造としていることが挙げられる。鉄筋
コンクリート造に比べて建築コストが安く、
償却年数が短い。店舗自体が小さいこともあ
って、スマート店舗は将来にわたって財務負
担が軽めである。そのうえ、着工から営業開
始まで通常の店舗では半年以上要するところ、
スマート店舗は３か月しか要しない。そのた
め、機動的な出退店が可能となっており、環
境変化に対応しやすいメリットがある。

JAグリーン近江は滋賀県の南東部、東近江
と呼ばれる地域の一部で事業を行う総合農協
である。同JAは、新しい機材を活用して金融
機能を効率化しつつ、協同組合活動の活性化
を図る金融店舗「スマート店舗」を３店、展
開している（2023年５月末現在）。ヒアリング
をもとに、スマート店舗の特徴とその考え方
を紹介する。

1　デジタル化を見据え、小型軽量で効率的に
JAグリーン近江のスマート店舗について、

金融店舗としての特徴を簡潔に述べると、近
年の環境変化を踏まえた小型・軽量の店舗で
ある。
まず小型という点について、スマート店舗

は小面積かつ少数の職員で運営できる店舗で
ある。その背景として、近年、人口が減少ト
レンドとなっており来店者数の減少が見込ま
れるうえ、職員の確保も年々難しくなってい
ることが挙げられる。さらに、インターネッ
トやスマホアプリといったデジタルチャネル
による金融取引が普及し、キャッシュレス決
済も拡大しており、金融取引を目的とした来
店機会は少なくなると見込まれる。一方で、
デジタルより対面が好まれると思われる相談
機能の比重が店舗で高まると考えられる。
そのためスマート店舗は、口座への入出金

や振り込みなどの定型的な取引を行うハイカ
ウンターを減らした。店舗事務効率化のため、
オープン出納機などの機材を導入したほか、
店舗面積を小さくするため、キャビネット型
の金庫を採用して金庫室レスとした。将来的 写真 1　 4つのローカウンター（農中総研撮影）
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2　協同組合活動のための設備と空間を備える
スマート店舗は金融機能をコンパクトにま

とめている一方で、協同組合活動の活性化を
企図し、地域の利用者が参加できる催事スペ
ースを確保しているのも特徴である。JAでは
「コミュニティスペース」と呼んでおり、店舗
面積の半分を占めている（注）。
JAグリーン近江はこれまで支店での協同組

合活動を重視してきた。スマート店舗でも活
動を担保するものが必要と考え、コミュニテ
ィスペースを併設することとした。
コミュニティスペースは、JAの事業基盤は

農業であるという考えから、キッチンを備え
ている（写真２）。これにより、料理教室や食
農教育、ときにはこども食堂といった食農関
連イベントができるようになっている。大き
な催物を開く際には、壁の一面を大きく開放
して外のテラスと繋げることもできる。設置
されている大型モニターとオンライン会議シ
ステムを接続することで、他の支店や遠隔の
他のJAとコラボレーションして料理教室を開
催した実績もある。
食農関連のほかにも、コミュニティスペー

スは様々な用途に使われている。支店ふれあ

い活動の場として利用できるほか、組合員や
利用者の趣味の展示会場や、会議場として貸
し出すこともできる。災害時には避難場所と
しても利用できるようになっている。
より多くの人に利用してもらえるよう、ス

マート店舗はユニバーサルデザインとなって
いる。店舗の構造や動線、誰でもトイレなど
の設備が考えられており、滋賀県の「住みよ
い福祉のまちづくり条例」に適合している。
障害を持っている人でも利用しやすい。
こうした取組みにより、利用者の来店が増

えたり、金融面ではJAとは縁がなかった人が
地域におけるJAの価値を実感してくれたりす
る機会にもなることを、JAは期待している。
実際に、利用者からは店舗職員との距離が縮
まったとの声が聞かれているという。
なお、営業中のスマート店舗３店のうち、

竜王支店ときてかーな出張所は、食と農に関
連する施設と隣接していることが特徴である。
竜王支店はスマート店舗化する際、竜王町が
推進するコンパクトシティ化構想に沿い、ス
ーパーマーケットの敷地内に移転、新設され
た。きてかーな出張所は、同JAの直売所「き
てか～な」の敷地内に、新たに建設された。
コミュニティスペースで開催される食農関連
イベントとの相乗効果が期待される立地であ
るが、小型軽量なスマート店舗だからこそ実
現しやすかったとも考えられる。

3　これからの金融店舗を考える一例として
JAグリーン近江のスマート店舗は、進展す

るデジタル化を踏まえた、金融店舗の新しい
形態と言える。そのポイントは、金融業務の
場としては効率化しつつ、協同組合活動の活
性化を目指していることにある。これからの
金融店舗のあり方を考えるうえで、多くのJA
の参考になると思われる。

（たかやま　こうき）
（注）一部のスマート店舗は移転前に使用していた旧
支店建物にコミュニティスペースがある。

写真 2　 コミュニティスペース（農中総研撮影）
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